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要旨 

 

公的年金の実質的な給付水準が低下していくため、私的年金での対応への支援を

課題として取り上げている。しかし、企業による退職給付は中小企業を中心に縮

小する傾向が見られ、社会的な問題となっている。そこで、中小中堅企業におい

て退職給付が実施されるか否かの要因を財務戦略と人的資源管理の両面から確認

するための独自のアンケートを実施した。退職給付の実施率低下の構造的な要因

を確認したところ、退職給付の実施率低下は近年設立された企業での実施率が低

いことの影響を受けている、と推察された。また、退職給付の実施／非実施の要

因を回帰分析で探索した結果、非正規採用を重視する企業は一時金のみ・社外退

職金あり、設立年が新しい企業は企業年金(確定給付)なし、勤続が短い正社員の

退社が多い企業は退職給付なし、などの傾向が見られた。 
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